
建設発⽣⼟⼟質改良⼟はCO2排出量削減効果有
京都大学大学院地球環境学堂 加藤智大助教の研究成果

建設発生土搬出量・土砂利用量555m3のリサイクルに伴うCO2排出量

建設発生土搬出量555m3（注）を①リサイクルしない（全量受入地へ搬出し同量の新材を利用する）場合、
②555m3全量を工事間(直接)利用する場合、③ 555m3全量を土質改良プラントで改良し
て利用する場合の3ケースのCO2排出量を試算
注：資源有効利用促進法対象土量500m3超に相当する、積載量5.55m3/台のダンプ100台分の土量

 試算結果は①38.8t-CO2,②9.42t-CO2,③29.1t-CO2

 土質改良利用は、リサイクルしない場合よりCO2排出量が9.7t-CO2少ない
9.7t-CO2 はスギ 1,100本の森林（1.1 ha）に相当
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・運搬距離は全て15kmと仮定

注：国交省｢H30年度建設副産物実態調査結果」
による建設発生土運搬距離は次のとおり。
（搬出量による加重平均値の全国値）

他工事・土質改良ﾌﾟﾗﾝﾄへの搬出 13.1km
受入地への搬出 14.0km

資料：加藤 智大・富永 伊織・高井 敦史・勝見 武：建設発生土のリサイクルがもたらす二酸化炭素の排出削減効果,土木学会論文集, Vol. 82, No. 1, 25-00147, 2026.
P8 図-9 を用いて作図
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(一社)全国建設発⽣⼟リサイクル協会（JASRA)は
国交省へ「⼟質改良ﾌﾟﾗﾝﾄ･ｽﾄｯｸﾔｰﾄﾞ活⽤の明確化」提案
国交省「建設リサイクル推進施策検討小委員会」のｵﾌﾞｻﾞｰﾊﾞｰ団体であるJASRAは

2024年7月2日開催された第17回委員会にて工事間利用徹底のために提案
第17回委員会資料3-6 https://www.mlit.go.jp/policy/shingikai/s204_recycle01.html


